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養⽼渓⾕�嵯峨和で⿊湯温泉＆昼⾷

17:30 宿泊先�『MARBLE�B&B』へ（宿泊費7,500円ほど）

DAY1st

14:00

12:30

⾞で2時間

⾞で10分

⼩沢⼜駐⾞場に到着（有料500円）
⇒�⽔⽉寺�⇒�⼩沢⼜の滝�⇒�遊歩道
（滝巡り）⇒�昇⻯の滝�⇒�⾒返りの滝
⇒�萬代の滝�⇒�千代の滝�⇒�粟⼜の滝
（『YAMANEKO』でジェラート�⇒�
嵯峨和�⇒�道路�⇒�展望台�⇒�駐⾞場へ

⼭の駅�喜楽⾥でお⼟産探し

START ⾃宅を出発

10:00

養老渓
谷

滝めぐ
り

コース

⼩沢⼜駐⾞場
〒298-0278�千葉県夷隅郡
⼤多喜町⼩沢⼜368

⼭の駅�喜楽⾥
〒298-0265�千葉県夷隅郡⼤
多喜町⼩⽥代１４８−２４

⾞で5分

MARBLE�B&B
〒314-0031�茨城県⿅嶋市宮中
92−６

⾞で2時間30分

14:45 喜楽⾥を出発

養⽼渓⾕�嵯峨和
〒〒298-0267�千葉県
夷隅郡⼤多喜町葛藤20番地
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二
階
建
て
ト
ン
ネ
ル

金 神 の 滝

粟 又 の 滝

水 月 寺

筒 森
も み じ 谷

懸 崖 境 　 　

弘 文 洞 跡

観 音 橋 ・

出 世 観 音

梅 ヶ 瀬 渓 谷

金 神 の 滝

粟 又 の 滝

水 月 寺

筒 森
も み じ 谷

懸 崖 境 　 　

弘 文 洞 跡

観 音 橋 ・

出 世 観 音

梅 ヶ 瀬 渓 谷

一 方 通 行 （ 6 /
20 〜 7 /

31 ）

一 方 通 行 （ 6
/ 2
0 〜 7 / 3
1 ）

麻
綿
原
高
原

渓
流
釣
り

ヤ
マ
ベ
、
ハ
ヤ
、
フ
ナ
、
コ
イ
、
鮎

清
澄
寺

古
木
に
囲
ま
れ
た
、
日
蓮
聖
人
ゆ
か
り
の
名
刹
。

1
0
0
年
以
上
前
に
造
ら
れ
た
星
の
井
戸
な
ど

見
ど
こ
ろ
い
っ
ぱ
い
。

梅
ヶ
瀬
の
大
つ
ら
ら

筒
森
も
み
じ
谷

雑
木
林
に
覆
わ
れ
た
広

大
な
自
然
公
園
。
渓
流

が
流
れ
、
遊
歩
道
、
芝

生
広
場
、
展
望
台
、
キ

ャ
ン
プ
場
な
ど
が
あ
る
。

小
沢
又
の
滝
(私
有
地
)

崖
を
切
り
開
い
た
見
学
コ

ー
ス
に
な
っ
て
い
る
。
見

る
場
所
に
よ
っ
て
違
う
表

情
を
見
せ
る
瀑
が
あ
る
。

濃
溝
の
滝

ま
る
で
ジ
ブ
リ
の
世
界
！
と

話
題
の
隠
れ
た
新
秘
境
。

滝
に
向
う
遊
歩
道
も
整
備
さ
れ
、

養
老
渓
谷
温
泉
街
よ
り
車
で
約

3
0
分
。
駐
車
場
あ
り
。

水
と
緑
の
渓
谷
ハ
イ
キ
ン
グ

養
老
渓
谷
旅
館
組
合
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

五
井
駅
～
上
総
中
野
駅
間
を
走
る
素

朴
な
ロ
ー
カ
ル
線
。
電
車
の
本
数
が

少
な
い
の
で
ご
注
意
を
。

懸
崖
境

弘
文
洞
跡

大
福
山
展
望
台
(2
8
5
m
)

草
木
・
シ
ダ
類
の
繁
る
自
然
林
は
県
の
天
然
記
念
物
。

山
頂
に
は
白
鳥
神
社
が
祀
ら
れ
て
い
る
。
展
望
台
か

ら
の
眺
め
は
最
高
。

明
治
時
代
に
こ
の
山
奥
で
私
塾
を
開
い

た
教
育
者
日
高
誠
実
(の
ぶ
ざ
ね
)の
邸

跡
。
秋
は
赤
い
枯
葉
が
敷
地
内
を
一
面

に
覆
い
見
事
。

梅
ヶ
瀬
渓
谷
・
日
高
邸
跡

市
原
市
観
光
協
会

大
多
喜
町
観
光
協
会

養
老
渓
谷
観
光
協
会

養
老
渓
谷
旅
館
組
合

平
成
2
9
年
7
月
発
行
P
A

大
福
山
・
梅
ヶ
瀬

コ
ー
ス
 
(約
9
.6
km
・
約
3
.5
時
間
)

養
老
渓
谷
駅
 …
 (0
.7
km
) …
 宝
衛
橋
 …
 (1
.8
km
) …
 女
ヶ
倉
 …
 (2
.9
km
) …
 大
福
山
展
望
台
 …
 も
み
じ
谷
 …
 梅
ヶ
瀬
渓
谷

バ
ン
ガ

ロ
ー
村
・
弘
文
洞
跡

コ
ー
ス
 (
約
7
.4
km
・
約
2
時
間
)

養
老
渓
谷
駅
 …
 (0
.5
km
) …
 宝
衛
橋
 …
 (1
.0
km
) …
 夕
木
台
 …
 (1
.2
km
) …
 奥
養
老
バ
ン
ガ
ロ
ー
村
 …
 (1
.7
km
) …
 弘
文
洞
跡

 …
 (0
.6
km
) …
 中
瀬
キ
ャ
ン
プ
場
 …
 (0
.3
km
) …
 観
音
橋
 …
 (0
.5
km
) …
 白
鳥
橋
(吊
橋
) …
 (0
.9
km
) …
 宝
衛
橋
 …
 (0
.7
km
) …
 養
老
渓
谷
駅

至 久 留 里

至
清
澄

筒 森 も み じ 谷筒 森 も み じ 谷

滝
め
ぐ
り
遊
歩
道

46
5

46
5

46
5

46
5

46
5

29
7

29
7

か ず さ
上 総

 大 久 保 駅

月 崎 駅

大 多 喜

大 福 山 展 望 台
も み じ 谷

白
鳥
神
社

日 高 邸 跡

梅 ヶ 瀬 渓 谷

弘 文 洞 跡

縣 崖 境

水 月 寺

金 神 の 滝

粟 又 の 滝

観 音 橋
出 世 観 音

梅 ヶ 瀬 渓 谷

弘 文 洞 跡

蕪
来
川

奥 養 老

バ ン ガ ロ ー 村

中 瀬
キ ャ ン プ 場

縣 崖 境

商 店

白 鳥 橋

( 吊 橋 )

宝 衛 橋

市
原
市
観
光
協
会

観
光
案
内
所 渓 谷 橋

釣 掘

交 番

喫 茶 店

と
う
ふ
屋

清 恵

養 老 渓 谷

観 光 セ ン タ ー　 　 （ 水 定 休 ）

ほ た る

ほ た る

旧
道

至
勝
浦
・

御
宿

至 大 原

至
市
原

至 大 原

交
番至
大
多
喜
市
街

水 月 寺

小 沢 又 の 滝

 （ 私 有 地 ）

濃 溝 の 滝

金 神 の 滝

会 所

大 多 喜 城

麻 綿 原 高 原

粟 又 の 滝

粟 又 の 滝 展 望 台

文

至 勝 浦 ・ 小 湊

商 店

た け の こ 園

道 の 駅

た け ゆ ら の 里

平 沢

市 原 市 民 の 森

( キ ャ ン プ )

女 ヶ 倉

黒 川

夕 木 台

至 久 留 里

観 音 橋

共 栄 橋 塚 越

出 世 観 音

ア
ー
ト
ハ
ウ
ス

あ
そ
う
ば
ら
の
谷

古
民
家
で
ア
ー
ト
が
楽
し
め
る

新
し
い
試
み
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
。

養
老
渓
谷
駅
よ
り
徒
歩
1
0
分
。

か
ぶ
ら
い

小
櫃
川

お
び
つ

32

24

81

81

178

中
瀬
遊
歩
道

小 学 校 跡

(4
.2
km
)

高
原
一
帯
に
2
0
万
本
も
の
ア
ジ
サ

イ
が
咲
乱
れ
る
様
は
ま
さ
に
壮
観
。

見
ご
ろ
は
例
年
7
月
中
旬
か
ら
8
月

上
旬
。

い す み 鉄
道

ま
め
ん
ば
ら

バ
ン
ガ

ロ
ー
村
・

　
弘
文
洞
跡

コ
ー
ス

バ
ン
ガ

ロ
ー
村
・

　
弘
文
洞
跡

コ
ー
ス

大
福
山
・

　
梅
ヶ
瀬

コ
ー
ス

大
福
山
・

　
梅
ヶ
瀬

コ
ー
ス

c

BU
S

BU
S

BU
S

BU
S

BU
S

い
す
み
鉄
道

上
総
中
野
駅
で
小
湊
鉄
道
と
接
続

し
、
房
総
半
島
を
横
断
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
春
は
菜
の
花
で
沿
線
い

っ
ぱ
い
黄
色
に
染
ま
り
ま
す
。

至 千 葉

・ 牛 久 至 五 井 ・ 千 葉

か ず さ
上 総

中 野 駅

滝
め
ぐ
り

コ
ー
ス

滝
め
ぐ
り
コ
ー
ス
 (
約
4
km
・
約
1
.5
時
間
)

粟
又
の
滝
 …
 (滝
め
ぐ
り
遊
歩
道
2
.7
km
) …
 小
沢
又
の
滝
 …
 (0
.5
km
) …
 水
月
寺
 …
 (0
.8
km
) …
 粟
又
の
滝
展
望
台

w
w
w
.yo
ro
ke
ik
ok
u.
co
m

TSURUNOYA

TAKIMIEN

SAKAYA

GORIYAKUNOYU

KIYOMOTO

SAGAWA

TENRYUSOU

KAWANOYA

FUKUSUI

MOCHINOKI

粟
又
の
滝

BU
S

ご
り
や
く
の
湯

原
ノ
台

老
川

弘
文
洞
入
口

温
泉
郷
入
口

道
の
駅

ふ
れ
あ
い
パ
ー
ク

き
み
つ

i

i

観
音
橋

金
神
の
滝

粟
又
の
滝

新
旧
２
つ
の
ト
ン
ネ
ル
が
不
思
議

な
“
2
階
建
て
”
を
構
成
す
る
全

長
1
1
0
m
の
素
堀
り
の
ト
ン
ネ

ル
。
現
在
は
延
長
さ
れ
た
“
1
階

側
”
か
ら
出
入
り
で
き
ま
す
。

至
鴨
川

亀
山
湖

養
 老
 川

P

P

P

P

P

P

P

P

WC

WC

WC

WC

WC

WC

WC

WC

WC

P
WC

WC
GS

GS

WC

WC

至
蔵
玉

至
清
澄

（ 養 老 の 滝 ）

（ 養 老 の 滝 ）（ 養 老 の 滝 ）

養
老
渓
谷
駅

冬
期
に
は
地
中
か
ら
滲
み
出

す
地
下
水
が
見
事
な
つ
ら
ら

群
を
形
成
す
る
。

千 葉 夷 隅

ゴ ル フ ク ラ ブ

川 廻 し の ト ン ネ ル 奥 で

発 見 さ れ た 落 差 ３ ５ ｍ

の 新 名 所 。 滝 を 中 心 と

し た 約 3 0 分 の 癒 し の

散 策 路 、 里 山 遊 歩 道 も

誕 生 。

南 総 に は 珍 し い 禅

宗 の 古 刹 。 新 緑 の

頃 に は 境 内 の 岩 ツ

ツ ジ 、 ク マ ガ イ ソ

ウ が 見 事 。

約 1 4 0 年 前 、 耕 地 開 拓

の た め 蕪 來 川 を 川 廻 し

（ 蛇 行 す る 川 を 人 為 的 に

耕 地 に す る 方 法 ） し て つ

く っ た 隧 道 跡 。 今 も 史

蹟 ・ 景 勝 地 と し て 訪 れ る

人 が 跡 を 絶 た な い 。

千 葉 県 一 の 紅 葉 の 名 所 。

川 幅 4 . 5 m 、 長 さ 約

8 0 m に わ た り 高 さ 3 0

〜 5 0 m の 梅 ヶ 瀬 層 と 呼

ば れ る 浸 食 崖 が み ら れ

る 。
観 音 橋

養 老 川 に か か る 2 連

の 太 鼓 橋 。 朱 塗 り の 欄 干 が

川 面 に 美 し く 映 え る 。 そ の

橋 を 渡 る と 出 世 観 音 が あ

る 。
出 世 観 音

「 開 運 招 福 」 の 観 音 様 。

ま た 「 祈 祷 の 名 刹 」 と い

わ れ 多 く の 人 た ち が 参 詣

に 訪 れ ま す 。 赤 い 観 音 橋

を わ た っ て 登 り 道 を 徒 歩 で

約 1 0 分 。

房 総 地 方 の 紅 葉 は 関

東 で は 最 も 遅 く ま で

楽 し る 。 こ の 付 近 は

例 年 1 2 月 初 旬 ま で

盛 期 が つ づ く 。

養 老 渓 谷 の 懸 崖 を か ざ る

新 緑 と 紅 葉 が み ご と 。 道

端 に は 野 草 が い っ ぱ い 。

出
世
観
音

ほ
っ

と

水
月
寺

石
神
の
菜
の
花
畑

(里
山
ト
ロ
ッ
コ
列
車
)

小
　
湊
　
鉄
　
道

全 長 1 0 0 m 。 房 総 一

を 誇 る 名 瀑 。 滝 壷 か ら

下 流 に 滝 を め ぐ る 遊 歩

道 が あ る 。 新 緑 ・ 紅 葉

も 美 し い 。

〒

の う み ぞ

の
う
み
ぞ

オ
ー
ル

シ
ー
ズ
ン
人

気
で

す
！

地
球
磁
場

逆
転
地
層

千
葉
二
ア
ン

地
球
4
6
億
年
の
歴
史
の
中
で
地
球
磁

場
が
逆
転
し
て
い
た
時
期
の
跡
が
養

老
川
沿
い
崖
面
に
見
ら
れ
ま
す
。
世

界
に
3
箇
所
し
か
な

い
う
ち
の
１
箇
所

と
い
わ
れ
る
今
世

界
が
注
目
す
る
パ

ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
。

房 総 の 奥 座 敷

黒 湯

Yo
ro
 V
al
le
y 
Ho
t 
  
  
  
Sp
ri
ng
s!



息栖神社に到着

11:00

9:30

⾞で5分

⾞で25分

⾹取神宮に到着

宿泊先を出発

8:00

息栖神社
〒314-0133�茨城県神栖市
息栖２８８２

⾞で30分

14:00

⿅島神宮
〒314-0031�茨城県⿅嶋市
宮中２３０６−１

⼤⿃居両側の忍潮井（息栖神社の主神・岐神（くなどのかみ）
⇒�⼤きめの⿃居の根元に男瓶と⼥瓶�⇒⼿⽔舎奥に湧⽔あり�⇒
樹齢1000年夫婦杉と呼ばれる御神⽊�⇒�おがたまの⽊
御朱印は境内の社務所にて

⼀の⿃居『津宮浜⿃居』�⇒�第⼀駐⾞場に⾞を停めて『野の花
庵』にて昼⾷�⇒�表参道を通り、途中を左側急な上り坂を登っ
て奥宮へ�⇒�旧参道の酒店前を通って右側、要⽯�⇒�朱⾊の
『総⾨』へ�⇒�楼⾨（重要⽂化財）�⇒�社殿�⇒�樹齢1000年の
⼤杉�⇒�三本杉�⇒�表参道、商店街を通って駐⾞場へ
御朱印は拝殿を正⾯にして右側にある授与所にて

⾹取神宮
〒287-0017�千葉県⾹取市
⾹取１６９７

⾹取神宮�⼀の⿃居（津宮⿃居）
〒287-0011�千葉県⾹取市津宮

⾞で30分
成⽥⼭新勝寺
〒286-0023�千葉県成⽥市成⽥１

DAY2nd

⿅島神宮に到着

START

成田山
新勝寺

東国三
社

めぐり

本殿�⇒�⽯の間�⇒�幣殿�⇒�拝殿�⇒�奥⼭道をまっすぐ進む�⇒
奥宮�⇒�御⼿洗池で霊⽔お⽔取り�⇒�奥宮の前を御⼿洗池と
反対⽅向へ進む�⇒�要⽯�
御朱印は本宮と奥宮にて



駐⾞場に戻り、帰路に着く

12:00

17:00

成⽥⼭新勝寺に到着

DAY2nd

14:00

成田山
新勝寺

東国三
社

めぐり

総⾨�⇒�⼿⽔舎�⇒�仁王⾨�⇒�⾹閣�⇒�⼤本堂�⇒�⼤本堂回廊裏
⼿の裏仏（⼤⽇如来像）�⇒�出世稲荷�⇒�⼤本堂左⼿奥・釈
迦堂�⇒�釈迦堂右⼿奥の階段を登り額堂へ�⇒�光明堂�⇒�醫王
殿(いおうでん)�⇒�平和⼤塔�⇒�表参道にて休憩、お⼟産探し







本
殿 拝
殿

楼
門

奥
宮

要
石

総
門

手
水
舎

手
水
舎

授
与
所

授
与
所
宝
物
館

宝
物
館

神
楽
殿

社
務
所

社
務
所

神
徳
館

神
徳
館

勅
使
門

勅
使
門

狛
犬

狛
犬

姥
山
神
社

姥
山
神
社

祖
霊
社

祖
霊
社

市
神
社

天
降
神
社

市
神
社

天
降
神
社

押
手
神
社

押
手
神
社

酒
店

酒
店

香
取
護
国
神
社

香
取
護
国
神
社

馬
場
殿
神
社

馬
場
殿
神
社

参
道
商
店
会

参
道
商
店
会

社
号
標

社
号
標

匝
瑳
神
社

匝
瑳
神
社

三
本
杉

三
本
杉

御
神
木

御
神
木 黄
門
桜

黄
門
桜

木
母
杉
跡

木
母
杉
跡

鹿
苑

鹿
苑

桜
馬
場

桜
馬
場

香
雲
閣

香
雲
閣

神
庫

神
庫
香
取
文
庫

香
取
文
庫

元
禄
１３
年
(１
７０
０
年
)徳
川
幕
府
の
手
に
よ
っ
て
造
営
さ
れ
、昭
和
５２
年
に
国
の
重
要

文
化
財
と
し
て
指
定
さ
れ
ま
し
た
。屋
根
は
、檜
皮
葺
(ひ
わ
だ
ぶ
き
)、
黒
漆
を
基
調
と
し

た
色
合
い
に
極
彩
色
で
彩
り
を
加
え
、御
神
威
の
大
き
さ
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。

本
殿
同
様
元
禄１
３年
に
造
営
さ
れ
、昭
和５
８年
重
要
文
化
財
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

南
側
、楼
上
の
額
は「
東
郷
平
八
郎
」の
筆
に
よ
る
も
の
で
す
。

楼
門
よ
り
旧
参
道
を
西
へ
１０
０ｍ
程
に
鎮
座
す
る
社
。経
津
主
大
神
の
荒
魂
を
祀
り
ま

す
。現
在
の
社
殿
は
昭
和４
８年
伊
勢
神
宮
御
遷
宮
の
折
の
古
材
に
よ
る
も
の
で
す
。

地
震
を
起
こ
す
大
鯰
を
抑
え
る
た
め
地
中
深
く
ま
で
差
し
込
ん
で
い
る
と
さ
れ
る
霊
石
。

両
宮
に
あ
り
、わ
ず
か
に
露
出
し
て
い
る
頭
頂
部
は
、香
取
で
は
凸
形
石
、鹿
島
で
は
凹

形
を
し
て
い
ま
す
。

六
所
神
社

花
薗
神
社

六
所
神
社

花
薗
神
社

桜
大
刀
自
神
社

桜
大
刀
自
神
社
鹿
島
新
宮

鹿
島
新
宮

神
饌
殿

神
饌
殿

裂
々
神
社

裂
々
神
社

神
池

神
池

神
池

神
池

諏
訪
神
社

諏
訪
神
社

大
山
祗
神
社

大
山
祗
神
社

古
神
札
納
所

古
神
札
納
所

璽
神
社

璽
神
社

弓
道
場

弓
道
場

狐
坐
山
神
社

狐
坐
山
神
社

佐
山
神
社

佐
山
神
社

車
祓
所

車
祓
所

P

佐
原
市
街

JR
佐
原
駅
へ

佐
原
市
街

JR
佐
原
駅
へ

佐
原
駅
方
面

佐
原
駅
方
面

佐
原
循
環
バ
ス

佐
原
循
環
バ
ス

高
速
バ
ス
:東
京
へ

高
速
バ
ス
:東
京
へ

関
鉄
グ
リ
ー
ン
バ
ス

関
鉄
グ
リ
ー
ン
バ
ス

佐
原
駅
⇔
小
見
川
駅

佐
原
駅
⇔
小
見
川
駅

千
葉
交
通
バ
ス

千
葉
交
通
バ
ス

東
関
東
自
動
車
道

佐
原
香
取
IC
へ

東
関
東
自
動
車
道

佐
原
香
取
IC
へ

駐
車
場
入
口

駐
車
場
入
口

東
関
東
自
動
車
道

佐
原
香
取
IC
へ

東
関
東
自
動
車
道

佐
原
香
取
IC
へ

国
道
35
6号
線

利
根
川
沿
い
へ

国
道
35
6号
線

利
根
川
沿
い
へ

表
参
道

表
参
道

旧
参
道

旧
参
道

旧
参
道

旧
参
道

急
な
上
り坂

急
な
上
り坂

剣
聖
飯
篠
長
威
斎
墓

剣
聖
飯
篠
長
威
斎
墓

P

津
宮
方
面

JR
香
取
駅
へ

津
宮
方
面

JR
香
取
駅
へ

徒
歩
に
て

JR
香
取
駅
へ

約
2k
m

徒
歩
に
て

JR
香
取
駅
へ

約
2k
m

民
家

民
家

民
家

民
家

上
り
坂

上
り
坂



徳
川
光
圀
公
が
参
拝
の
折
、御
手
植
え
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
桜

黄
門
桜

本
殿
の
西
に
位
置
し
、源
頼
義
公
の
祈
願
に
よ
り
三
又
に
分
か
れ
た
と
云
う
杉

三
本
杉

こ
の
大
杉
は
、樹
齢
10
00
年
を
越
え
る
と
云
わ
れ
 目
通
り
約８
ｍ

御
神
木

現
拝
殿
を
造
営
す
る
に
あ
た
り
、現
在
の
場
所
へ
移
築
し
た

神
楽
殿（
旧
拝
殿
）

昭
和
15
年
国
費
を
以
っ
て
造
営
、黒
の
漆
塗
り
を
基
調
と
し
極
彩
色
を
取
り
入
れ
た
装
い

拝
殿

香
取
神
宮
で
は
、年
間
を
通
じ
て８
０以
上
の
祭
儀・
祭
典
を
執
り
行
っ
て
い
ま
す
。

歳
旦
祭
 元
旦
の
早
朝
に
行
わ
れ
､今
年
の
誓
い
を
新
た
に
す
る
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
1月
1日

祈
年
祭
 春
に
先
立
ち
五
穀
豊
穣
を
祈
る
大
祭
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
2月
17
日

香
取
護
国
神
社
(春
季
･秋
季
)大
祭

 
香
取
郡
市
内
の
英
霊
を
お
慰
め
す
る
祭
典
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
秋
 : 
9月
彼
岸
の
明
け

御
田
植
祭（
耕
田
､田
植
) 
 日
本
三
大
御
田
植
祭
の
1つ
…
…
…
…
…
4月
第
1土
曜
日
と
翌
日
曜
日

例
祭
 

最
も
重
要
な
祭
儀
 6
年
毎
に
勅
使
の
参
向
が
あ
る
大
祭
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
4月
14
日

神
幸
祭
 御
神
輿
を
中
心
と
し
て
氏
子
等
で
行
列
を
作
る
祭
典
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
4月
15
日

大
祓
(夏
越
･年
越
) 
 上
半
期
､下
半
期
の
罪
穢
を
祓
い
清
め
る
儀
式
…
…
…
6月
30
日
･1
2月
31
日

神
嘗
奉
祝
祭
 並
 新
飯
神
事
祭
  
 伊
勢
神
宮
の
収
穫
祭
に
あ
た
る
日

 
神
賑
と
し
て
､手
水
舎
前
に
て
土
俵
を
設
け
力
自
慢
が
相
撲
を
執
る
行
事
…
…
…
…
…
10
月
17
日

新
嘗
祭
 新
穀
を
神
前
に
お
供
え
し
て
､豊
作
を
感
謝
す
る
大
祭
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
11
月
23
日

大
饗
祭
 国
土
平
定
の
後
随
従
の
神
々
の
軍
功
を
労
う
祭
儀
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
11
月
30
日

賀
詞
祭
 大
饗
祭
の
直
会
の
祭
儀
  （
賀
詞
、内
陣
、団
碁
を
ま
と
め
て
暮
三
祭
と
い
う
）
…
…
…
12
月
1日

内
陣
神
楽
  古
老
の
伝
え
よ
り
､本
宮
宮
柱
立
て
始
め
る
吉
日
 故
の
祭
儀
と
い
う
…
…
…
…
…
12
月
4日

団
碁
祭
 比
賣
神
の
御
慰
労
申
上
げ
､神
酒
を
奉
ら
な
い
唯
一
の
祭
儀
…
…
…
…
…
…
…
…
…
12
月
7日

天
長
祭
 今
上
陛
下
の
ご
生
誕
日
｡皇
室
国
家
の
隆
昌
を
祈
る
祭
典
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
12
月
23
日

除
夜
祭
 年
越
の
祭
､こ
れ
を
以
っ
て
年
中
の
神
事
終
わ
り
と
す
る
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
12
月
31
日

御
祭
神

香
取
神
宮
は
、初
代
神
武
天
皇
の
御
代
に
創
建
さ
れ
た
と
云
わ
れ
て
い
ま
す
。

経
津
主
大
神
は
、は
る
か
昔
 
天
照
大
神
の
命
に
よ
り
、武
甕
槌
大
神（
た
け
み
か
づ
ち
の

お
お
か
み
）鹿
島
神
宮
の
神
と
共
に
出
雲
へ
派
遣
さ
れ
見
事
交
渉
を
成
功
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。二
神
は
、大
国
主
神
か
ら
自
ら
が
最
も
大
切
と
し
て
い
た
広
鉾
を
授
か
り
、日
本
の
国
を

平
定
し
て
天
照
大
神
の
元
へ
復
命
さ
れ
た
の
で
す
。

由
緒

こ
の
由
緒
か
ら
も
、国
家
鎮
護
の
神
と
し
て
皇
室
か
ら
の
御
崇
敬
が
最
も
篤
く
、特
に『
神

宮
』の
御
称
号（
明
治
以
前
は
、伊
勢・
香
取・
鹿
島
の
み
）を
以
て
奉
祀
さ
れ
て
い
ま
す
。

奈
良
の
春
日
大
社
、宮
城
の
鹽
竈
神
社
を
始
め
と
し
て
香
取
大
神
を
御
祭
神
と
す
る
神
社

は
多
く
、関
東
を
中
心
に
約
４０
０
社
あ
る
香
取
神
社
も
経
津
主
大
神
を
御
祭
神
と
し
て
い
ま
す
。

御
神
徳

お
問
合
せ

自
家
製
粉
の
手
打
ち
そ
ば
と
登
録
商
標「
厄
落
し
だ
ん

ご
」を
ご
賞
味
下
さ
い
。

創
業
昭
和
元
年
、門
前
の
老
舗
そ
ば
処
。自
然
豊
か
な

香
取
の
杜
冷
水
で
打
っ
た
そ
ば
は
格
別
で
す
。参
拝
後

の
一
杯
の
そ
ば
に
是
非
お
立
ち
寄
り
下
さ
い
。

朱
の
大
鳥
居
に
一
番
近
く
位
置
す
る
お
み
や
げ
屋
。昭

和
の
空
気
を
感
じ
な
が
ら
懐
か
し
の
ひ
と
時
を
お
過
ご

し
く
だ
さ
い
。

わ
ら
び
餅
が
自
慢！
も
っ
ち
り
や
わ
ら
か
な
食
感
は
地
元

の
方
に
も
愛
さ
れ
て
い
ま
す
。自
家
製
に
こ
だ
わ
り
日
持

ち
の
す
る
商
品
も
取
り
揃
え
て
い
ま
す
。

縁
起
物・
民
芸
品
み
や
げ
に
お
漬
物
各
種
を
そ
ろ
え
て

い
ま
す
。懐
か
し
の
一
品
、一
味
と
再
会
で
き
る
か
も！

元
祖・
梅
乃
家
本
店
は
、現
在
ま
で
四
代
続
く
参
道
一
の

老
舗
。名
物
、厄
除
け
草
団
子
は
お
客
様
の
目
の
前
で

お
作
り
致
し
ま
す
。是
非
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

季
節
の
新
鮮
野
菜
の
販
売
と
器
も
料
理
の
一
品
に
加
え

て
い
た
だ
き
た
く
取
り
揃
え
て
お
り
ま
す
。コ
ー
ヒ
ー
や

抹
茶
を
提
供
さ
せ
て
も
ら
い
団
子
屋
で
笑
顔
に


世
界
有
数
の
パ
ワ
ー
ス
ポ
ット
香
取
神
宮
で
強
運
を
呼

ぶ
開
運
グ
ッ
ズ
天
然
石
を
!!悩
み
に
応
じ
た
世
界
に
一

つ
の
ブ
レ
ス
レ
ット
を
御
神
水
で
浄
化
し
ま
す
。

自
家
焙
煎
し
た
豆
で
淹
れ
る
珈
琲
と
昔
な
が
ら
の
手
作

り
だ
ん
ご
が
看
板
。懐
か
し
い
レ
コ
ー
ド
を
聞
き
な
が
ら

ど
う
ぞ
お
く
つ
ろ
ぎ
下
さ
い
。

創
業
明
治
２５
年
。神
宮
の
裏
山
の
緑
に
囲
ま
れ
た
茶

店
。お
団
子
が
名
物
。ラ
ー
メ
ン・
お
で
ん
も
人
気
で
す
。

ご
参
拝
の
節
は
是
非
お
立
寄
り
下
さ
い
。

春
 : 
3月
彼
岸
の
入
り

不
定
休

不
定
休

定
休
木

定
休
月・
木




